
可 決 事 項 

【議案第30号】 

平成14年度金木町一般会計補正予算（第1号）案 

【議案第31号】 

平成14年度金木町介護保険特別会計補正予算 

（第1号）案 

【議案第32号】 

平成14年度金木町国民健康保険特別会計（事業 

勘定）補正予算（第1号）案 

【議案第33号】 

平成14年度金木町水道事業会計補正予算（第1 

号）案 

【議案第34号】 

平成14年度金木町農業集落排水事業特別会計補 

正予算（第1号）案 

【議案第35号】 

青森県市町村等非常勤職員公務災害補償等組合 

規約の一部を変更する規約案 

【報告第 3 号】 

専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

（平成13年度金木町一般会計補正予算（第 9号）) 

【報告第 4 号】 

専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

（金木町税条例の一部を改正する条例） 

【報告第 5号】 

専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

（金木町農村地域工業等導入指定地区における

固定資産税の特別措置に関する条例の一部を改

正する条例） 

【報告第 6号】 

専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

（金木町半島振興対策実施地域に係る固定資産税

の特別措置に関する条例の一部を改正する条例） 

【報告第7号】 

専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

（金木町過疎地域における固定資産税の特別措

置に関する条例の一部を改正する条例） 

【報告第 8号】 

専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件 

（平成14年度金木町老人保健特別会計補正予算 

（第1号）) 

【報告第9号】 

半成13年度金木町一般会計繰越明許費繰越計算 

書の報告の件 

【報告第10号】 

平成13年度金木町農業集落排水事業特別会計繰 

越明許費繰越計算書の報告の件 
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材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
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集
に

つ
い
て
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う
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は
き
て
い
ま
せ
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し
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ス

タ
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あ
る
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「町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

て
、
合
併
問
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て
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や
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な
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行
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合
も
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に
行
く
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か
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「
十三
年
六
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五
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に
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で
青
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ロ
ナ
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か
。
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に
つ
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て
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倉
集
落
内
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線
に
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整

備
で
き
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い

か
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赤
坂
交
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点
が
変
則
的
で

見
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ら
い
こ
と
か
ら
改
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で
き

な
い
か
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喜
良
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崎
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を
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で
き
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い
か
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小
田
川
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地
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良
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南
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の
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野
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線
を
安
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め
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し
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が
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。
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兼
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。
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。
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狭
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。」
 

教
育
次
長
 

「金
木
南
中
学
校
で
は
選
択

学
習
の
授
業
と
し
て
音
楽
希
望

者
は
十
八
名
で
、
二

‘
三
年
を

対
象
に
途
中
か
ら
で
も
実
施
で

き
る
体
制
が
取
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て
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講

師
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つ
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て
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よ
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在
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し
て
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三
校

の
後
に
授
業
は
可
能
だ
と
い
う

返
事
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
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師
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礼
は
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別
非
常
勤

講
師
活
用
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業
で
全
額
県
費
負

担
で
実
施
し
て
い
る
。」
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の
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勇気と友情をつなぐ走九メロス駅伝 
晴天に恵まれた7月13日、第8回走れメロス駅伝競走大会が芦

野公園無料休憩所前を発着点とした特設コースで開催され、家族
らが熱の入った声援を送っていました。 
1人1周1,020mを 6人で走る今大会には、小学生の部8チー 

ム、中学生の部4チームが参加。健脚を競い合った結果、小学生
の部は喜良市チーム、中学生の部で金木中Aチームが優勝しまし 

また、金木中Bチームの2区走者の自川幸多くんが3分14秒で
区間新記録賞を受賞しました。 

卓球で全国大会出場 

広報かなぎ（8) 

⑨優勝チームの選手は次のとおりです。 

部 門 チーム名 1 区 2 	区 3 区 4 区 5 区 6 区 

小学生の部 喜良市チーム 藤本 尚之 古川亜沙美 今 今 千鶴 柏谷 公平 今 真梨奈 

中学生の部 金木中Aチーム 須崎 仁恵 大佐賀 翼 川嶋 麻耶 秋谷 浩一 白川 洋子 秋元 拓真 

2年連続全国大会鵠場 
金木小学校女子ソフトボール部が、6月29・30日に金木

小学校と喜良市小学校で行われた第16回全日本小学生男・
女ソフトボール大会青森県予選会で優勝し、昨年に続き 2 
年連続で全国大会への出場権を手中にしました。 
7月18日、斉藤校長、高橋先生らともに部員13名が鳴海

町長を表敬訪問し、 8月 9日から滋賀県守山市で開催され
る全国大会に県代表として出場することを報告しました。 
鳴海町長は「もてる力を出しきって、悔いのないよう頑

張ってください」 と激励し、ユニホーム姿の部員たちは力
強く 「ハイ！」とこたえていました。 

H大相撲部合宿歓迎 
芦野公園研修施設で8月1日から合宿を開始した、日本大学相

撲部の歓迎会が 8月 5日、中央公民館で114名が出席して開催さ

れました。 

鳴海町長の歓迎のあいさつの後、日大相撲部田中英詳監督が 

「昨年から鶴田合宿のあとに金木合宿に入っているが、環境的に

も整っており今後続けていきたい。大学生の相撲のけいこを見る

ことにより、相撲人気の普及につながれば大変嬉しい」とあいさ

つ。続いて嘉瀬出身の小松大也さんら部員が自己紹介をし、懇親

会に入り相撲談義を交わしていました。 

7月28日、青森市の青森市民体育館で開催された全日本卓球選

手権大会ホープスの部（小学校高学年〕県予選会で、金木小学校 

6年生の棟方亮成くんが中里クラブ所属として出場し、参加者約 

240人の中で見事3位入賞を果たしました。 

これにより 9月 6日から北海道帯広市で開催される全国大会に

出場することになり、父親らとー緒に役場を訪れ鳴海町長に報告

しました。 

鳴海町長は 「全国大会だからといって緊張しないで、頑張って

ください」と激励しました。 



、 

 

カーブミラー清掃で地域貢献 
西北地方の郵便局職員で組織されている、全逓労働組合西北地方支部 

（支部長＝佐藤豊）の北郡ブロックの組合員と家族の20人が 3班に分かれ、 

町内約60ケ所のカーブミラーを水と棒クリーナーを使い、ミラーについて
いるホコリや泥を洗い落としました。 

地域貢献活動の一環として実施している清掃も今年で 3回目。清掃を終
えた参加者は「観光客の多い金木の街並みも、一段ときれいになった気が
します」と話していました。 

また同支部の西郡ブロックでは海岸清掃を実施しています。 

Z 

  

親子キャンプでふれあい 
川倉小学校PTA（会長一泉谷和宏）主催の親子キャンプが 7月 

20日、児童と父母に教職員、来賓ら約100名が参加して川倉小学校 へ 
校庭で行われました。 
このキャンプは、親子・児童相互・PTA・地域のふれあいをよ 

り深める目的で毎年行われ、子どもたちの自主性を育てるためにテ 
ント設営やキャンプファイヤー準備など児童たちが行いました。 
夜にはキャンプファイヤーでの火のリレーや花火、出店開店など 

参加者たちは夏休みの楽しいひとときを過しました。 

  

とバのプランターで環境美化 
金木町商工会女性部（部長＝秋元洋子）の部員がヒバの丸木ででき

たプランターを商店街や観光施設に設置し、環境美化に努めました。 
これは森林の整備・緑化の推進事業の一環として、去年から実施し

ているもので、ヒバの丸木は津軽森林管理署金木支署からの無償提供
で、去年10個に今年 9個を設置し、年 2回その時期にあわせた花へ植
え替えています。 
部長の秋元さんは「私たちの町です。みんなできれいにしましょう。 

見かけたら水をあげてください」 と話．していました。 

r 
’轟戸’ 	小魚とのふれあい 

7月27日、町産業振興．会議が観光物産館前で仁太坊まつりとの
協賛イベントとして、近年、農地から減少しつつある小魚やザリ
ガニを展示しふれあってもらう農地水せい生物ふれあいコーナー 
を開催しました。 
集った子どもたちは、水槽に入れられたフナやカジカ、ドジョ

ウ、メダカなどをおたまですくいバケツに移して観察したり、ス
ルメを結びつけた竿でザリガニを釣ったりと、普段は触ることの
ない水せい生物とのふれあいを楽しんでいました。 

子ども会で宵宮闘催 
7月23日、喜良市子ども会（会長＝今淳一）が第四保育所母の会の

協力を得て、熊野神社で宵宮を開催しました。 
出店には焼そば、おでん、赤飯などが並べられ、各家庭の押入れに

眠っている商品を提供してもらった 「くじ引きコーナー」や、田んぼ
から採取したザリガニ・どじようの 「釣りコーナー」 では、高学年が
進んで協力し、大人顔負けの商売上手ぶりでした。 
子ども会で初めて企画した宵宮は、喜良市地区のお年寄りから子ど

もまで集まり大成功に終わりました。 

(9）広報かなぎ 



ふるさとの皆さんこんにちは！ 
東京方面の金木会々員は暑さにも負けず元気で頑張っています。 
去る 6月30日、東京中野サンプラザで老若男女約100名が参加した、年1回の会員待望の総会兼

懇親会を行いました。 
総会は物故者（役員をしてくれた藤枝出身の工藤キヌさん）に対しての黙祷から始まり会長のあ

いさつ後、事業・会計報告と進み来年の金木会発足10周年に向けて準備をすることで閉会となりま
した。（総会にて 「東京ふるさと金木会」 に名称変更） 

なお事業報告の中で、ふるさとの金木桜まつりで無料配布された甘酒（紙コップで約1,200杯） 
と金木会役員でもある歌手の田中長六（南新町出身）さんの福祉施設への慰間が注目され、できれ
ば来年以降も継続して行くという事でした。桜まつりでは甘酒作りをはじめ、ふるさとの皆さんに
は大変お世話になりました。紙面をお借りして厚くお礼申し上げます。 
続いての懇親会では鳴海町長、三潟議長のふるさと現状説明と来賓祝辞の後、藤枝出身の演歌歌

手の歌あり、若松町出身のおんちゃの三味線ありの祭り気分の懇親会でした。最後に川倉出身で初
めて参加した中谷秀次郎さんの万歳三唱で終了し、 
2・ 3次会へ。 	 虜．lI之ス士ン~．A 也z、j、~ 
来年の10周年にはふるさとからも大勢の参加をお 『’ー’二‘ー”で公でか“’、A扇ひ＃一’ 

待ちしています。 

東京方面に親戚、友人がいましたらぜひ東京ふる
さと金木会があるということをお知らせください。 

【連絡先】 
〒170-0002 東京都豊島区巣鴨1-3-22 2 F 
加藤税理士事務所内 東京ふるさと金木会事務局 
TEL 03一3942-8825・FAX 03-3942一9171 
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ご
存
知
で
す
か
？
国
民
年
金
 

国
民
年
金
は
二
十
歳
以
上
の
す

べ
て
の
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。
 

そ
し
て
、
国
民
年
金
は
将
来
の

自
分
自
身

の
老
後
を
よ
り
豊
か
に

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
病
気
や

事
故
で
障
害
の
状
態
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
ゃ
、
働
き
盛
り
の
人

に
も
し
も
の
事
が
あ
っ
た
と
き
に

も
あ
な
た
と
家
族
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
国
民
年
金
は
、

い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
あ
な
た
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
す
。
 

ご
存
知
で
し
た
か
？
・
 

★
国
民
年
金
保
険

料
は
、
全
額
、
 

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

ー
・

国
民
年
金
保
険
料
は
確
定
申
告
の

際
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
 

★
国
民
年
金
に
は
、

物
価
の
上
昇

を
反
映
す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
が

あ
る
ー
・
 

老
後
を
迎
え
た
と
き
に
貯
蓄
や

物
価
の
水
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
は
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
国
民

年
金
は
物
価
の
上
昇
に
合
わ
せ
て

年
金
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

★
事
務
費
と
年
金
額
の
三
分
の
一

を
国
が
サ
ポ
ー
ト

ー
 

国
民
年
金
は
長
期
的
な
視
点
に

た
ち
、
将
来
を
見
据
え
て
、
国
が

責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
国
民
生
杢
」
につ
い
て
は
、
 

事
業
に
か
か
る
事
務
費
と
年
金
額

の
三
分
の
ー
を
国
が
負
担
し
て
い

ま
す
。
 

★
国
民
年
金
は
終
身
保
障
さ
れ
ま

す
。
 

国
民
年
金
は
働
く
世
代
が
高
齢

者
の
世
代
を
支
え
る
世
代
間
扶
養

の
仕
組
み
を
取
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
 

将
来
に
わ
た
っ
て
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

★
国
民
年
金
に
は
保
険
料
納
付
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

学
生
の
方
に
は
保
険
料
が
後
払

い
で
き
る
「
昌t
土
納
付
韓
例
制
塵
、
 

収
入
が
な
い
方
の
た
め
の
「
保
険

料
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
 

だ
か
ら
こ
そ
国
が
責
任
を
も
っ

て

運
営
し
て
い
る
の
で
す
。
 

国
民
年
金
の
こ
と
を
き
ち
ん
と

考
え
て
、
豊
か
な
老
後
の
た
め
に
、
 

毎
月
の
保
除
一
を
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

	~ 

広報かなぎ⑩ 



っ
た
管
を
形
成
し
た
も
の
を
痔

い
い
ま
す
。
 

痩な
とカ 

痔
痩
の
治
療
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る
。
 

③
排
便
の
た
び
に
痛
む
の
が
辛
く
、
 

排
便
を
押
え
よ
う
と
す
る
。
 

④
便
秘
と
な
り
硬
い便
を
排
出
す
の

で
、
さ
ら
に
深
く
切
れ
慢
性
化
す

る
。
 

⑤
慢
性
化
し
た
裂
肌
は
、
内
括
約
筋

に
達
す
る
ほ
ど
、
深
く
え
ぐ
れ
て

肌
門
潰
蕩
と
なる
。
 

⑥
裂
肌
が
繰
り
返
し
て
生
じ
る
こ
と

に
よ
り
、
肌
門
の
弾
力
性
が
失
わ

れ
て
肌
門
狭
窄
を生
じ
る
。
 

⑦
肌
門
狭
窄
を
生
じる
と
、
排
便
が

困
難
と
な
り
便秘
と
な
る
。
 

⑧
硬
い
便
を
排
出す
る
た
め
裂
虹
が

治
ら
ず
、
肌
門
潰
蕩
が
進
行
し
て

手
術
の
必
要
が
生
じ
る
。
 

i
烈
厭
］
＠潤
鳳
 

保
存
的
治
療
…
急
性
期
の
裂
旺
 

①
便
秘
の
予
防
…
規
則
正
し
い
食
生

活
、
食
物
繊
維
の
摂
取
、
適
度
の

運
動
に
気
を
つ
け
て
、
歯
磨
き
粉

程
度
の
や
わ
ら
かさ
の
便
に
し
ま

す
。
だ
め
な
ら
緩
下
剤
を
服
用
し

ま
す
。
 

②
軟
膏
に
よ
る
治
療
…
痔
の
軟
膏
を

排
便
後
と
寝
る
前
の
ニ
回
裂
紅
部

分
に
塗
布
し
、
傷
を
お
お
っ
て
痛

み
を
押
え
治
り
を
早
め
ま
す
。
 

肌
門
周
囲
膿
蕩
は
膿
が
出
て
れ
ば

症
状
は
治
ま
る
の
で
、
局
所
麻
酔
を

施
し
切
開
を
加
え
排
膿
し
ま
す
。
そ

の
後
、
鎮
痛
剤
や
抗
生
物
質
を
服
用

し
、炎
症
が
治
ま
る
の
を
待
ち
ま
す
。
 

抗
生
物
質
で
化
膿
は
治
ま
っ
た
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
大
部
分
の
場
合
再

発
し
痔
痩
と
な
り
ま
す
。
 

痩
管
を
形
成
し
た
痔
痩
は
、
手
術

し
ま
す
。
放
置
す
る
と
痔
痩
が
枝
分

か
れ
し
て
複
雑
化
し
た
り
、
痔
旗
か

ら
癌
（
痔
痩
癌
）
が
発
生
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
 

l凹
り
～
？
止
一
j
f
 
且
 

歯
状
線
と
肌
門
縁
（
肌
門
と
啓
部

の
境
）
の
間
の
、
紅
門
上
皮
に
で
き

た
裂
創
を
裂
肌
と
い
い
ま
す
。
こ
の

部
分
は
知
覚
神
経
が
で
き
て
い
る
た

め
、
強
く
痛
み
を
感
じ
ま
す
。
刺
激

で
内
括
約
筋
に
け
い
れ
ん
を
誘
発
し

ま
す
と
、
排
便
後
数
時
間
に
及
ぶ
痛

み
が
継
続
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

排
便
後
痛
は
裂
紅
特
有
の
痛
み
と
い

え
ま
す
。
 

山
諮
肌
の
原園

・
 

①
硬
い
便
が
急
に
出
て
、
肌
門
上
皮

が
切
れ
る
。
 

②
痛
み
が
発
生
し
、
内
括
約
筋
を
刺

激
す
る
と
け
い
れ
ん
痛
が
持
続
す
 

織
が
弱
く
な
っ
て
肌
門
外
に
脱
出

し
た
も
の
を
脱
肌
と
い
い
ま
す
。
 

主
疑
薮
の
治
観
 

出
血
や
痛
み
は
保
存
的
治
療
を
し

ま
す
。
肌
門
を
清
潔
に
し
て
温
め
、
 

便
秘
や
下
痢
に
な
ら
な
い
よ
う
に
便

通
を
整
え
ま
す
。
食
事
療
法
だ
け
で

便
通
が
整
わ
な
い
場
合
に
は
、整
腸

剤
や
緩
下
剤
を
服
用
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
座
薬
や
軟
膏
を
使
用
し
、
症
状

に
応
じ
て
鎮
痛
剤
や
抗
炎症
剤
を
服

用
し
ま
す
。
 

脱
肌
の
治
療
に
は
、手
術
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
良
性
の
疾
患
で
あ
る

た
め
手
術
の
適
応
は
患
者
さ
ん
次
第

で
、
脱
紅
し
て
も
気
に
し
な
い
人
に

は
、
手
術
適
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

土
遍
鳳
回
穴
簾
“
 

旺
門
周
囲
が
化
膿
し
、
切
開
や
自

然
に
膿
が
出
た
あ
と
穴
が
ふ
さ
が
ら

ず
、
ず
っ
と
膿
が
出
続
け
た
り
、
繰

り
返
し
膿
が
で
る
よ
う
な
症
状
は
痔

撲
が
疑
わ
れ
ま
す
。
 

‘
爵
」
疑濃
旦

・
 

肌
門
と
直
腸
の
境界
を
歯
状
線
と

い
い
、
こ
の
部
位
に
あ
る
陥
凹
部
 

（
肌
門小
寓
）
か
ら
細
菌
が
侵
入
、
 

化
膿
し
膿
蕩
（
膿
の
か
た
ま
り
）
を

作
り
ひ
ど
く
痛
み
ま
す
。
こ
れ
を
肌
 

な
り
、
紅
門
は
心
臓
よ
り
低
く
な
っ

た
た
め
痔
静
脈
の
圧
力
が
強
く
な
り

ま
し
た
。
従
っ
て
、
長
時
間
立
っ
た

り
、
座
り
っ
ぱ
な
し
の
生
活
習
慣
は
、
 

痔
核
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
排

便
時
の
強
い
力
み
も
同
様
に
痔
核
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
 

①
質
 
痔
静
脈
の
周
囲
の
組
織
が
弱

い
人
は
、
痔
静
脈
が
圧
力
に
よ
り

拡
張
し
静
脈
痛
に
発
展
し
や
す

く
、
痔
に
な
り
や
す
い
体
質
は
遺

伝
す
る
と
考
え
ら
れま
す
。
 

②
加
齢
変
化
 
年
を
と
る
と
肌
門
支

持
組
織
が
弱
く
な
り
、
痔
核
が
肌

門
外
へ
脱
出
し
ゃ
す
く
な
り
ま

す
。
 

③
そ
の
他
 
酒
類
、
辛
子
や
胡
根
な

ど
の
刺
激
物
な
ど
の
取
り
す
ぎ

は
、
出
血
や
腫
れ
を
増
悪
さ
せ
ま

す
。
女
性
は
妊
娠
、
出
産
で
悪
化

し
ま
す
。
 

ー
痛
勲
を
〕
は
 

痔
と
は
、
直
腸
と
肌
門
付
近
の
病

気
の
総
称
で
、
痔
核
、
裂
肌
、
痔
痩
 

e
三
大
痔
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

三
つ
で
九
割
を
占
め
、
内
痔
核
は
全

体
の
六
割
を
占
め
ま
す
。
 

外 科 

中 津 秀 明 

外
痔
核
…
一
番
多
い
血
栓
性
外
痔
核

は
外
痔
核
の
静
脈
に
生
じ
た
血
栓

が
本
体
で
す
。
突
然
紅
門
の
外
に
、
 

強
い
痛
み
を
感
じ
る
し
こ
り
が
生

じ
ま
す
。
出
血
す
る
こ
と
は
ま
れ

で
す
が
血
栓
部
分
の
皮
膚
が
破
れ

る
と
、
赤
黒
い
血
栓
が
溶
け
て
少

量
の
出
血
を
起
こ
し
、
血
栓
は
し

ぼ
ん
で
痛
み
も
急
速
に
治
り
ま

す
。
 

内
痔
核
…
内
痔
核
は
痛
み
が
な
く
出

血
し
ま
す
。
ま
た
、
周
囲
支
持
組
 

手
術
治
療
…
慢
性
期
の
裂
旺
 

慢
性
期
の
裂
肌
は
深
く
潰
蕩
化
し

て
お
り
、
肌
門
狭
窄
も
伴
っ
て
い
る

の
で
、
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

皮
膚
を
破
っ
て
排
膿
し
、
そ
の
口
が

ず
っ
と
ふ
さ
が
ら
ず
、
肌
門
内
と
つ
 

ー
臼
似
磯
の
赤
藤
」
 

肌
門
、
直
腸
下
端
の
周
辺
に
は
網

の
目
の
よ
う
な
静
脈
血
管
が
あ
り
、
 

膨
ら
ん
で
こ
ぶ
状
に
な
っ
た
静
脈
癌

が
痔
核
の
本
体
で
す
。
直
腸
下
端
の

粘
膜
下
に
で
き
た
も
の
を
内
痔
核

と
、
肌
門

（
歯
状
線よ
り
外
）
の
紅

門
上
皮
下
に
で
き
た
も
の
を
外
痔
核

と
い
い
ま
す
。
 

上憂
）
貿皿
原
図
 

人
類
が
垂
直
歩
行
を
行
う
よ
う
に
 

門
周
囲
膿
蕩
と
い
い
、
膿
が
広
が
 hノ

 

(ii）広報かなぎ 



《

．
 

一暑
愚
 

分
 

出
 

届
 

月
 

7
 /

 

【

ー
  
ー
 

角

田
 
キ
子

（9
0才
）
 

松
島
 

恒
集
（

7
2才
）
 

田
中
 

ミ
 
キ
（9
9才
）
 

吉
崎
 

忠
直
（

7
2才
）
 

告
田
 

京
一
 
（6
7才
）
 

北

川
亥
之

助
（
8
2才
）
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は

町
民
課
窓
口
に
届
出
の
際
申

し
出
て
下
さ
い
。
 

（伝

言
被
ロ
 

⑨
届
い
て
い
ま
す
 

＊
七
月
八
日
 

財
布
（
黒
色
二
つ
折
り
）
 

芦
野
公
園
内
 

＊
八
月
五
日
 

自
転
車
（
黒
色
軽
快
車）
 

自
転
車

（
白色
軽
快
車
）
 

芦
野
公
園
内
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警

察
署
落
し
物
係
り
ま
で
 

＠
係
り
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
 

い
方
は
企
画
観
光
課
ま
で
 

/
 

金蒔嘉金金金

木田瀬木木木 

サ

い
 
ら
 

成
 
田
 

聖
藍
ち
ゃ

ん
 

（
七月
十
九
日
生
）
 

蒔

田
 

柳
影

く
ん
 

（七
月
八
日
生
）
 

棟
方
 

勇
貴

く
ん
 

（
七月
二
＋
日
生
）
 

樹

く
ん
 

（七
月
二
＋
二
日
生
）
 

加
藤
 

ず
 

』v
爵

h
加
題
 

、
 

お
め

で

と
 
』つ
 

郵
彫

（
秀樹
）
川
 
倉

秘
影

（
雄市
）
金
 
木

雪

餌
」
（
稔

）
金
 
木

勇

費

（哲
也
）
金
 
木
 

桜

（
貴
美）
喜
良
市
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（
田
中
 英
行
（
瑞
彦
）
金
 
木
 

「
佐
々
木
祥
乃
（
則
夫
）
金
 
木
 

（
大
川
 
隆
仁
（
藤
雄
）
金
 
木
 

「
鳴
海
 仁
美
（
義
一
）
金
 
木
 

（
白
川
 
雅
人

（
柾弘
）
金
 
木
 

「
外
崎
 友
子
（
辰
五郎
）
中
里
町
 

お
 
く
 
や
 
み
 

面
村
 

智
明
（

7
0才
）
喜
良
市
 

成
田
 

亀
逸

（8
4才
）
金
 
木
 

木
村
 
み
せ
（

9
8才
）
嘉
 
瀬
 

7 月末現在 前年同月比

男 5,615人 △ 80人

女 6,238人 △ 47人

計 11,853人 △127人 

世帯数 4, 058 	△ 17 

へ
人
口
と
世
帯
マ
 

加棟成蒔中

藤方田田谷 

広報かなぎ(12) 

ノ

ー
 

強
く
た

く
ま
し
く
育
っ

て
ほ
し
い
 

（
父
 
雄市
よ
り
）
 
 元
気
に
育
っ
て
ね
ワ
 

（
両
親
 稔
・
富
士
子
よ
り
）
 
 元
気
に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
。
 

（
両
親
 
哲也
・
恵
子
よ
り
）
 
 お

兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ね
 

（
父
 
貴美
よ
り
）
 

／
 

、
×一

 


